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これからこれから今まち
　の
まち
　の 今 これから今………

　「狭山市入間川七夕まつり」が、

盛大のうちに幕を閉じました。こ

の伝統のお祭りには、五
ご こ く

穀豊
ほうじょう

穣や

無病息災を願うほか、「雨
あ ま ご

乞い」と

しての意味もあったそうです。

　さて、今夏も水不足が懸念され

ています。埼玉県に水を供給して

いる荒川水系のダムの貯水率は、

例年の半分程度しかありません。

先日、秩父のダムを訪れる機会が

ありましたが、表示されている貯

水率以上に少なく感じました。

　一方で、異常ともいえる豪雨が

各地に被害をもたらしています。

被災地の一日も早い復旧、復興を

お祈り申し上げます。自然の猛威

を前にして人間の力がいかに小さ

いかを改めて思い知らされる中、

私たちにできることは「備える」こ

とです。今月末には市内全域で防

災訓練が行われます。地震、風水害

などは、いつ、どこで発生するか分

かりません。訓練への参加はもち

ろん、この機会に、家庭の備蓄用品

を点検するなど、「自助」への備え

を進め、また、「共助」のあり方など

を地域で話し合ってください。

　私は、七夕の短冊に、「雨乞い」と

「無災害」の二つの願いをしたためま

した。どうか願いが届きますように。

市長の主な動き
○7/10…子育て支援型及び狭山市親元同
居・近居支援補助金制度に係る相互協力
に関する協定締結式 ○7/11…埼玉県基
地対策協議会要望活動 ○7/13…国民保
護図上訓練 ○7/14…夏の交通事故防止
運動出陣式 ○7/16・20…都市対抗野球大
会・狭山市Honda応援 ○7/21…自治会連
合会幹事退任者感謝状贈呈式 ○7/26…
狭山茶農業遺産推進協議会総会 ○7/28
…埼玉西部消防組合議会定例会

短冊に込めた二つの願い

ONE for ALL

都市対抗野球大会での始球式

  災害やテロを想定した図上訓練を実施

⑳

　複雑多様化する災害や市民生活を脅かす事態に、

迅速かつ的確に対応するため、市長を本部長とする

対策本部に狭山市消防団、埼玉西部消防組合も参加

し、具体的な災害を想定した訓練を実施しました。こ

の成果は、今後の危機管理に生かしていきます。

◆6月29日㈭／「災害対策本部訓練」

　昨年8月の台風9号と同規模の豪雨を想定し、災害

の危険が迫ったときに、取るべき行動を定めたタイ

ムラインに基づき実施しました。

　現地からの報告が、災害対策本部に刻々と入る中、

河川や土砂災害警戒区域の監視、市民への避難情報

の伝達、関係機関への協力要請など、必要な災害対応

を確認しました。

◆7月13日㈭／「国民保護訓練」

　市民交流センターに

何らかの液体が散布さ

れ、多数の負傷者が発生

している状況を想定。

　緊急対処事態対策本

部は、狭山警察署と埼玉

西部消防組合が設置した現地調整所と無線で連絡を

取りながら、刻々と変わる状況の中で、立ち入り禁止

区域の設定、市民の避難誘導、関係機関への情報伝達

など、2次被害を防ぐための対応を確認しました。

問合せ危機管理課へ内線3694

  子育て世代の移住・定住を応援します
　7月10日㈪、狭山市と独立行政法人住宅金融支援

機構が「【フラット35】子育て支援型及び狭山市親元

同居・近居支援補助金制度に係る相互協力に関する

協定」を締結しました。

　この協定は、市の「親元同居・近居支援補助金制度」

を利用して住宅の新築か取得を行う場合に、当初の

5年間に限り、住宅ローン「フラット35」の金利を

0.25パーセント優遇

して利用することが

できるものです。こ

れにより、子育て世

代の移住・定住の促

進を図り、親世帯と

子世帯が同居または

近居することで、必

要なときにお互いに

支え合える地域づくりを進めていきます。

問合せ政策企画課総合戦略推進室へ内線7151

  「狭山茶」が農業遺産の認定を目指します
　7月26日㈬、狭山市をはじめとする狭山茶産地の

10市1町が、「狭山茶農業遺産推進協議会」を設置し

ました。狭山茶の特徴である「自園・自製・自販」の伝

統的な農業システムを将来に受け継ぎ、地域産業や

観光などの振興を図るために、世界農業遺産と日本

農業遺産への登録を目指していきます。

問合せ農業振興課へ内線2531

独立行政法人住宅金融支援機構
の佐藤部長（左）と小谷野市長

対策本部の訓練の様子

　

平
成
28
年
の
一
年
間
に
、埼
玉
県
で
自
ら
命
を
絶
っ
て
し
ま
っ
た
方
は
１
千
２
５
４
人
。こ
れ
は
全
国
で

２
番
め
に
多
い
人
数
で
す
。ま
た
、５
月
に
埼
玉
県
が
実
施
し
た
調
査
で
は
、５
人
に
１
人
も
の
割
合
で「
本

気
で
自
殺
し
た
い
と
考
え
た
こ
と
が
あ
る
」と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
身
近
に
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。大
切
な
命
を
救
う
た
め
に
、周
り
の
人
が
で

き
る
こ
と
を
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

☎
２
９
５
９
‐
５
８
１
１

相談窓口 相談日時

保健センター☎2959‐5811 月～金曜日
8時30分～17時15分（精神保健
福祉センターは9時～17時、来
所相談のみ）、祝日・休日・年末
年始を除く

狭山保健所　☎2954‐6212

精神保健福祉センター（予約制）
☎048‐723‐6811

（福）埼玉い
のちの電話

相談電話
☎048‐645‐4343

24時間受付

こどもライン
☎048‐640‐6400

18歳以下
金・土曜日、15時～21時30分

「
自
殺
対
策
講
演
会
」を
開
催

9月10日㈰～16日㈯は自殺予防週間

自
殺
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、

周
り
の
人
が
で
き
る
こ
と

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に

「
心
の
声
」

「
心
の
声
」に
気
づ
い
て
く
だ
さ
い

に
気
づ
い
て
く
だ
さ
い

　

自
殺
は
、「
健
康
問
題
」や「
経
済
的
な

問
題
」な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
が
連
鎖

し
、精
神
的
に
追
い
込
ま
れ
た
結
果
、起

こ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。近
年
で
は
、

学
校
や
職
場
の
い
じ
め
、長
時
間
労
働
、

育
児
負
担
を
原
因
と
す
る
若
年
層
の
自

殺
が
多
く
、深
刻
な
状
況
に
な
っ
て
い

ま
す
。

あ
な
た
も
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に

　

国
の
調
査
で
は
、今
ま
で
に
自
殺
を
考

え
た
こ
と
が
あ
る
人
の
３
人
に
１
人
が
、

「
家
族
や
友
人
、職
場
の
同
僚
な
ど
身
近

な
人
に
悩
み
を
聴き

い
て
も
ら
え
て
思
い

と
ど
ま
っ
た
」と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、悩
ん
で
い

る
人
に「
気
づ
き
」「
声
を
掛
け
、話
を
聴

い
て
」「
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
」「
見
守

▼
元
気
が
な
い 

▼
体
調
不
良
の

訴
え
が
増
え
た 

▼
飲
酒
量
が
増

え
た 

▼
外
に
出
掛
け
な
く
な
っ

た 

▼
イ
ラ
イ
ラ
が
増
え
、怒
り
っ

ぽ
く
な
っ
た 

▼
仕
事
や
家
事
の

能
率
が
下
が
り
、ミ
ス
が
増
え
た 

▼
遅
刻
や
早
退
、欠
席
が
増
え
た

　

「
睡
眠
と
心
の
健
康
」を
テ
ー
マ
に
し

た
講
演
会
で
す
。不
眠
で
悩
ん
で
い
る
な

ど
で
気
に
な
る
人
が
い
た
ら
、ぜ
ひ
声
を

掛
け
て
、一
緒
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
９
月
27
日
㈬
、14
時
〜
16
時　

場

所
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー　

定
員
１
０
０

名（
先
着
順
）　

申
込
み
８
月
22
日
㈫
か

ら
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
☎
２
９
５
９
‐
５

８
１
１

こんなときは要注意

自
殺
の
原
因

気づく気づく

支える支えるつなぐつなぐ

専
門
家
の
相
談
へ
つ
な
げ
る

大
切
な
の
は
、早
め
に
専
門
家

気
持
ち
を
尊
重
し
、耳
を
傾
け
る

悩
み
を
抱
え
た
人
が
、深
い
孤
立

に
相
談
す
る
こ
と
で
す
。紹
介
す
る
と

き
は
、日
時
を
決
め
て
か
ら
相
談
者
に

伝
え
ま
し
ょ
う
。下
表
の
相
談
窓
口
へ

遠
慮
な
く
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。紹
介
後
も

「
何
か
あ
っ
た
ら
話
し
て
」と
伝
え
、寄
り

添
い
な
が
ら
見
守
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

感
や
疎
外
感
を
感
じ
る
と
、厳
し
い
現
状

に
耐
え
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。声

を
掛
け
た
相
手
に
は
、心
か
ら
心
配
し
て

い
る
こ
と
を
伝
え
、真
剣
な
態
度
で
悩
み

を
受
け
止
め
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。一
方
的

な
ア
ド
バ
イ
ス
や
批
判
、安
易
な
励
ま
し

は
逆
効
果
。「
助
け
て
く
れ
る
人
が
必
ず

い
る
」「
孤
独
で
は
な
い
」と
気
づ
い
て
も

ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。そ
し
て
話
を
聴

い
た
ら「
話
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

「
大
変
だ
っ
た
ね
」と
伝
え
ま
し
ょ
う
。

変
化
に
気
づ
き
声
を
掛
け
る

悩
み
を
抱
え
、過
剰
な
ス
ト
レ

ス
が
か
か
る
と
、行
動
に
何
ら
か
の
変

化
が
表
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。周
囲
の

人
は
、そ
の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
ず
、「
ど

う
し
た
の
？
」「
元
気
が
な
い
か
ら
心
配
」

な
ど
と
声
を
掛
け
、救
い
の
手
を
差
し

伸
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

る
」人
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。特
別
な
知

識
や
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。大
切

な
命
を
守
る
た
め
の
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
。

あ
な
た
に
も
で
き
ま
す
。

【
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
役
割
】


